
平成30年度 上半期のご報告
（平成30年4月1日～平成30年9月30日）
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　平成30年9月末の預金積金残高は、流動性預金を中心に順調に推移し、前年度末より45億36百万円増加の
3,027億61百万円となりました。
　貸出金残高は、地域の中小企業および個人のお客さまに対して、必要な資金を円滑に供給するため積極的な営業活
動に努めましたが、前年度末より74百万円減少の1,388億25百万円となりました。

業績のご報告

預金積金・貸出金の状況

　平成30年9月期の業務純益は1億25百万円、経常利益は1億65百万円、当期純利益は1億47百万円となりました。

損益の状況

平成30年度上半期

	 （単位：百万円）

平成29年度
平成30年9月期（半期）

平成29年9月期（半期） 平成30年3月期（通期）
業務純益 164 266 125
経常利益 158 252 165
当期純利益 133 158 147

（注）平成29年9月期および平成30年9月期は4月から9月までの6ヵ月間の計数です。



　皆さまからお預かりした預金は貸出金として運用し
ているほか、有価証券と信金中央金庫等への預け金で
運用しています。
　有価証券は、安全性と流動性を念頭に置き、各種リス
クに十分配慮したうえで、安定的な収益を確保すること
を方針に運用した結果、前年度末比1億92百万円減少
し697億61百万円となりました。預け金は、前年度末比
50億59百万円増加の981億78百万円となりました。

その他有価証券	 （単位：百万円）

種類 　平成30年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差額

貸借対照表
計上額が
取得原価を
超えるもの

株式 141 131 9
国内債券 29,743 29,351 392
国債 2,895 2,814 80
地方債 7,933 7,774 158
社債 18,915 18,763 152
外国証券 1,380 1,360 20
投資信託 5,072 4,794 277
小計 36,337 35,637 700

貸借対照表
計上額が
取得原価を
超えないもの

株式 189 214 △25
国内債券 13,990 14,075 △84
国債 486 494 △7
地方債 397 400 △2
社債 13,106 13,181 △74
外国証券 3,591 3,680 △88
投資信託 8,271 9,068 △796
小計 26,043 27,038 △995

合計 62,381 62,675 △294
（注）	1.	貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。
	 2.		時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含め

ておりません。

デリバティブ取引の時価及び評価損益等
該当ありません。
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有価証券の時価及び評価損益等
「売買目的有価証券」「子会社・子法人等株式及び関連法人等株式」
該当ありません。
満期保有目的の債券	 （単位：百万円）

種類 　平成30年9月末
貸借対照表計上額 時価 差額

時価が貸借対照表	
計上額を	
超えるもの

国債 4,238 4,514 275
地方債 100 101 1
社債 1,593 1,625 32
外国証券 909 952 43
小計 6,842 7,194 352

時価が貸借対照表	
計上額を	
超えないもの

国債 97 97 △0
地方債 ー ー ー
社債 ー ー ー
外国証券 400 389 △10
小計 497 486 △10

合計 7,339 7,681 341
（注）	1.	時価は、期末日における市場価格等に基づいております。
	 2.		時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含め

ておりません。

時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券	 （単位：百万円）
平成30年9月末

貸借対照表計上額
非上場株式 28
その他の証券 12
合計 40

金銭の信託の時価及び評価損益等
「運用目的の金銭の信託」「満期保有目的の金銭の信託」
該当ありません。
その他の金銭の信託	 （単位：百万円）

平成30年9月末
貸借対照表計上額 取得原価 差額 うち貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの うち貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの

0 0 ー ー ー

有価証券・預け金の状況

（平成） 29年9月末 30年3月末 30年9月末
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預かり資産種類別残高
（単位：百万円）
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　平成30年9月末の預かり資産残高は、投資信託およ
び国債が順調に推移し、前年度末比6億72百万円増加
の170億83百万円となりました。

預かり資産の状況
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自己資本の構成	 （単位：百万円）

平成29年9月末 平成30年3月末 平成30年9月末
自己資本の額 11,261 11,227 11,380
コア資本に係る基礎項目の額 11,287 11,264 11,413
コア資本に係る調整項目の額 25 37 32

リスク・アセット等の額の合計額 122,423 121,830 123,116
信用リスク・アセットの額の合計額 115,738 115,357 116,643
オペレーショナル・リスク相当額の合計額÷8% 6,685 6,473 6,473

自己資本比率 9.19% 9.21% 9.24%
（注）「コア資本に係る調整項目の額」の経過措置による不算入額は、平成29年9月末17百万円、平成30年3月末9百万円、平成30年9月末8百万円です。

金融再生法に基づく開示債権額	 （単位：百万円）

平成29年9月末 平成30年3月末 平成30年9月末
金融再生法上の不良債権 6,885 6,553 6,182
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 2,163 2,267 1,954
危険債権 4,716 4,282 4,187
要管理債権 5 3 40

正常債権 133,321 132,749 133,110
合計 140,207 139,303 139,292

　自己資本比率は、金融機関の健全性を示す重要な
指標として用いられ、その水準が高いほど、経営がよ
り健全であることを示しています。
　平成30年9月末の自己資本比率は、前年度末比
0.03ポイント上昇し9.24％となりました。引き続き、
国内基準である4％を大きく上回る水準を維持してい
ます。
　また、自己資本の額は前年度末より1億53百万円増
加し113億80百万円となりました。

　金融再生法上の不良債権額は、お取引先の経営改
善支援や不良債権処理を進めたことで、前年度末比3
億71百万円減少し61億82百万円となりました。
　当金庫では厳格な引当を実施しており、担保や保
証、貸倒引当金などにより51億20百万円が保全され
ています。さらに、その他利益剰余金89億81百万円
により十分カバーされていることから、不良債権に対
する備えは万全です。

健全性

自己資本の状況

不良債権の状況



　

お客さまと地域を支援します

　アジア最大の資産運用会社であるアセットマネジメントOne株式会社から講
師を招き、「現在の投資環境と世界株式～AIの時代を見据えて～」をテーマに顧
客向け経済セミナーを開催しました。同セミナーは平成30年7月25日に小山商
工会議所、26日に足利市民プラザの2ヵ所で開催し、延べ25名のお客さまが参
加しました。

　全国212の信用金庫が結集し、「信用金庫による地方創生！日本を明るく元気に！」をテー
マに、2018“よい仕事おこし”フェアが、平成30年9月19日、20日にわたり東京国際フォー
ラムで開催され、全国526の企業団体が出展し、各地の特産品販売や商談が行われました。
来場者は2日間で約4万6千人にのぼり、会場は大いににぎわいました。当金庫のお取引先
も出展し、今後の具体的な商談の進展が期待されます。当金庫職員も商談のサポートを行
いました。

● 飲食店Tの課題
　飲食店Ｔは、社長、後継者ともに事業承継への明確な
将来ビジョンを描けず、併せて原価率、メニューづくり、
資金繰り等についての経営課題も抱えていました。
● 当金庫の取り組み
　当金庫は相談を受け、具体的なアドバイスのために、
よろず支援拠点やミラサポによる専門家派遣制度を活
用しました。事業承継計画の策定を通して関係者が問
題を共有し、ロードマップに沿って改善に取り組むこと
を提案。さらに支援策の事前調整を行い、実行に結びつ

け、課題解決を支援しました。この過程で、社長、後継者、
経営コンサルタント、顧問会計事務所、当金庫が一堂に
会して話し合い、十分なコミュニケーションを確保しな
がら事業承継の方向付けを行うことができました。
● 現在の状況
　今後も当金庫は経営課題解決のため、専門家ととも
に計画を進めていくことについて関係者全員の合意を
得ており、順調な進展が期待されています。

● Y社の課題
　Y社に対しては、昨年にものづくり補助金支援の実績
があります。定期訪問において、新たに事業承継、相続、
就業規則等見直しの相談を受けました。	
● 当金庫の取り組み
　相続については、遺産分割の際、既存の念書等に関す
る相談を受け、アドバイスを行うとともに会計事務所と
相談の上、遺産分割協議書を作成しました。事業承継
については、会社株式の円滑な譲渡手続きを行うととも
に、事業引継ぎ支援センター相談会の活用をアドバイス

しました。長年見直していない給与規定や就業規則等
については、就業規程等に詳しい社会保険労務士を紹
介しました。
● 現在の状況
　相続については、無事手続きを完了しました。事業承
継については、社長のご家族を含めて話し合い、事業承
継計画を作成して具体的に進展する見通しです。就業規
則等見直しについては、助成金を活用することとなり、
本年12月末完了予定で取り組んでいます。

顧客向け経済セミナーの開催

2018“よい仕事おこし”フェアへの参加

取引先への
支援事例

支 援 事 例  ▶ 1

支 援 事 例  ▶ 2

事業承継と経営課題の解決をトータルに支援

ものづくり補助金支援を契機に、さまざまな課題を相談支援 



本資料に掲載されている平成29年9月期（末）および平成30年9月期（末）の計数につき
ましては、仮決算のため会計監査人の監査を受けておりません。また、掲載している金額
は単位未満を切り捨てて表示しています。したがって項目ごとの合計の計数が一致して
いない場合があります。

発行：平成30年11月

店舗のご案内� （平成30年11月1日現在）

店名 住所 電話 平日ATM営業時間

本店営業部 足利市井草町2407-1 0284（21）8101 8：45～19：00

葉鹿支店 足利市葉鹿町1-24-4 0284（62）0111 8：45～19：00

八幡支店 足利市八幡町519-6 0284（71）1174 8：45～19：00

福居支店 足利市福居町624-3 0284（71）1351 8：45～19：00

助戸支店 足利市芳町23-1 0284（41）6121 8：45～19：00

富田支店 足利市多田木町74-1 0284（91）0429 8：45～19：00

南支店 足利市八幡町1-2-6 0284（72）8311 8：45～19：00

山前支店 足利市鹿島町1109-1 0284（62）7111 8：45～19：00

北支店 足利市江川町1-17-15 0284（44）1151 8：45～19：00

毛野支店 足利市八椚町485-1 0284（43）1100 8：45～19：00

邑楽支店 邑楽郡邑楽町大字新中野123-36 0276（88）7751 8：45～19：00

韮川支店 太田市台之郷町1458-1 0276（22）8181 8：45～19：00

小俣支店 足利市小俣町501-5 0284（64）1211 8：45～19：00

大泉支店 邑楽郡大泉町西小泉1-12-23 0276（62）0121 8：45～19：00

小山営業部 小山市城山町1-3-27 0285（23）2451 8：45～19：00

間々田支店 小山市大字間々田1179 0285（45）1152 8：45～19：00

駅東支店 小山市駅東通り2-38-3 0285（24）4311 8：45～19：00

野木支店 下都賀郡野木町大字丸林416-6 0280（57）3411 8：45～19：00
●	土・日・祝日のATM営業時間は原則として9：00～17：00となっています。
●	ご利用日、時間によりATM利用手数料が掛かります。

店名 住所 電話 平日ATM営業時間

小金井支店 下野市川中子3328-153 0285（44）5522 8：45～19：00

城南支店 小山市東城南5-6-11 0285（27）4511 8：45～19：00

城東支店 小山市城東6-10-10 0285（24）6001 8：45～19：00

粟宮支店 小山市大字粟宮746-2 0285（21）3011 8：45～19：00

石橋支店 下野市石橋235-5 0285（53）1150 8：45～19：00

栃木卸センター支店 栃木市樋ノロ町455-4 0282（20）5551 8：45～19：00

ローンプラザ足利 足利市今福町341-11 0284（21）8142 ─

ローンプラザ小山 小山市宮本町2-3-8 0285（22）1512 ─

コンサルティングプラザ足利 足利市今福町341-11 0284（21）1117 ─

コンサルティングプラザ小山 小山市宮本町2-3-8 0285（32）7103 ─

今福出張所	 ：	現金自動預入支払機コーナー 8：45～19：00

宮本町出張所	 ：	現金自動預入支払機コーナー 8：45～19：00

小山市役所出張所	 ：	現金自動預入支払機コーナー 8：45～18：00

小山駅ビル出張所	 ：	現金自動預入支払機コーナー 7：00～21：00

東間々田出張所	 ：	現金自動預入支払機コーナー 8：45～19：00

足利市役所第二共同出張所※	：	現金自動支払機コーナー 9：00～19：00

足利商工会議所共同出張所※	：	現金自動支払機コーナー 9：00～18：00

県庁共同出張所※	 ：	現金自動預入支払機コーナー 8：45～18：00

※平日のみの営業となっています。

本誌は、FSC®認証紙を使用し、
環境に配慮した植物油インキを使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

本店所在地	 	〒326-0811		
栃木県足利市井草町2407-1

店舗数	 	24本支店8出張所	
（うち共同出張所3）

預金残高	 3,027億円
貸出金残高	 1,388億円
出資金	 10億円
会員数	 26,238名
常勤役職員数	 299名

お問い合わせ先
足利小山信用金庫	経営企画部
TEL：0284-20-8000		FAX：0284-21-0576
ホームページ 足利小山 検索
http://www.ashikagaoyamashinkin.co.jp/

足利小山信用金庫の概要� （平成30年9月30日現在）

お客さまの幅広いニーズに対応するため、平成30年5月1日より、次の3商品の販売を開始しました。	

● グローバル・ロボティクス株式ファンド（年2回決算型） 
	 日本を含む世界各国の金融商品取引所に上場されているロボティクス関連企業の株式に投資を行い、
	 中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行います。

● AI（人工知能）活用型世界株ファンド（愛称：ディープAI） 
	 ＡＩ（人工知能）モデルが、日本を除く世界の株式の中から投資魅力度が高いと判断した銘柄に投資します。			

● ダイワ・インド株ファンド（愛称：パワフル・インド）
	 インドの企業の株式に投資し、信託財産の成長を目指します。

投資信託新商品のご案内

邑楽支店、韮川支店、駅東支店は、少人数で効率的な店舗運営を図るため、窓口営業時間を平日9時から11時30分、12時30分から15時とし、
11時30分から12時30分の間は休業としています。なお、ATMコーナーの営業時間は変更ございません。窓口営業時間変更のご案内	


